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ｺﾝｸﾘｰﾄ用塗料の性能と機能



ｺﾝｸﾘｰﾄ用塗料（表面保護工法）の目的

① コンクリート構造物の保護

② コンクリート構造物の美観付与

③ コンクリート構造物の機能性付与
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①コンクリート構造物の保護

・表面被覆工法（有機・無機）
・表面含浸工法
・断面修復工法
※3工法で編成されている。

表面保護工法 設計施工指針(案) 土木学会 2005年

・劣化機構
・劣化度
（既設構造物）

・新設構造物or既設構造物
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①コンクリート構造物の保護
表面保護工法 設計施工指針(案) 土木学会 2005年

・表面被覆工法（有機・無機）
・表面含浸工法
・断面修復工法
※3工法で編成されている。

・劣化機構
・劣化度
（既設構造物）

・新設構造物or既設構造物
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①コンクリート構造物の保護
表面保護工法 設計施工指針(案) 土木学会 2005年

中性化

塩害

・劣化機構
・劣化度 （既設構造物）
・新設構造物or既設構造物



ｺﾝｸﾘｰﾄ用塗料（表面保護工法）の目的

① コンクリート構造物の保護

② コンクリート構造物の美観付与

③ コンクリート構造物の機能性付与
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①コンクリート構造物の保護
表面保護工法 設計施工指針(案) 土木学会 2005年

①保護性能
（劣化機構）

②美観付与

③機能性付与
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コンクリート塗装材の特徴
～一般的な塗装仕様～

４）中塗

５）上塗

１）下地処理

２）ﾌﾟﾗｲﾏｰ

３）パテ
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コンクリート塗装材の特徴
1） 下地処理

目的

方法

ﾌﾟﾗｲﾏｰとの密着性悪影響を及ぼす、ﾚｲﾀﾝｽ、

塵埃、油脂類、塩分等を除去する。

ディスクサンダー、ウォータージェット

ディスクサンダー ウォータージェット

４）中塗

５）上塗

１）下地処理

２）ﾌﾟﾗｲﾏｰ

３）パテ
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コンクリート塗装材の特徴
1） 下地処理

施工状況

施工前

施工後
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各種要因が塗膜寿命に及ぼす影響

※上記データーは各種さび止めの種類を変更し、油性さび止めの１回塗り、２目塗りの
比較した結果である。
最近の塗料であるジンクリッチペイント、エポキシ樹脂塗料、ウレタン樹脂塗料等の
重防食系塗料を使用すると、塗料の種類による寄与率は３０％以上と言われている。
又長期防食用の塗装系においては、素地調整の塗膜寿命に対する寄与率も大きくなる
したがって、寿命に及ばす影響は、素地調整と塗料種類によって大部分を占めます。

要因

素地調整(下地調整）程度
（1種ケレンと2種ケレンの差）

４９．５

塗回数（２回塗りと３回塗りの差） １９．１

塗料の種類（塗装系の違い） ４．９

その他の要因 ２６．５

健康寿命①
コンクリート塗装材の特徴

1） 下地処理
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コンクリート塗装材の特徴
２） プライマー

成分 ｴﾎﾟｷｼ樹脂が多い

目的

性状

塗装方法

コンクリート表層への含侵と補強

コンクリートと被覆材との一体性の確保（密着性）

低粘度、透明、2液型が主流

刷毛、ローラー

４）中塗

５）上塗

１）下地処理

２）ﾌﾟﾗｲﾏｰ

３）パテ
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ｴﾎﾟｷｼ樹脂が多い

コンクリート塗装材の特徴
3） パテ

コンクリートの表面の巣穴を埋め、平滑にする

（巣穴のままだとピンホールや被覆厚不足に繋がる）

高粘度（粘土状）、2液型が主流、グレー色（塗料液：白、硬化
剤：黒）、可使時間が短い（夏場で20分程度）

ヘラ、コテ

成分

目的

性状

塗装方法

４）中塗

５）上塗

１）下地処理

２）ﾌﾟﾗｲﾏｰ

３）パテ
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一般劣化仕様

コンクリート塗装材の特徴
4） 中塗り

柔軟型ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ひび割れへの追従性

劣化因子の侵入を阻止する

中粘度（厚膜塗装が可能）

2液型が主流、調色可能

可使時間が長い

刷毛、ローラー

剥落防止仕様

ｴﾎﾟｷｼ樹脂、ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂、

ｳﾚｱ樹脂

耐荷性（強靭性）

劣化因子の侵入を阻止する

ヘラ、コテ

高粘度（繊維ｼｰﾄを接着）

2液型が主流、調色不可

可使時間が短い（夏場で20分程度）

成分

目的

性状

塗装方法

４）中塗

５）上塗

１）下地処理

２）ﾌﾟﾗｲﾏｰ

３）パテ
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コンクリート塗装材の特徴
5） 上塗り

ウレタン樹脂、フッ素樹脂が多い

耐候性、美観性（色、つや）

低粘度、調色可能、2液型が主流

刷毛、ローラー

成分

目的

性状

塗装方法

４）中塗

５）上塗

１）下地処理

２）ﾌﾟﾗｲﾏｰ

３）パテ
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コンクリート塗装材 代表的仕様①
鋼道路橋防食便覧 CC-A CC-B
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コンクリート塗装材 代表的仕様①
鋼道路橋防食便覧 CC-A CC-B 性能

ひび割れ追従性
CC-A 塗膜の伸び１％以上
CC-B 塗膜の伸び４％以上

CC-A
ひび割れ頻度が極めて低いｺﾝｸﾘｰﾄ部材
（PC桁などのPC部材）
CC-B 多少のひび割れが生じるｺﾝｸﾘｰﾄ部材

（橋台、橋脚部などの鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ部材）
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コンクリート塗装材 代表的仕様①
鋼道路橋防食便覧 CC-B 性能
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コンクリート塗装材 代表的仕様②
構造物施工管理要領【NEXCO】 3-4 ｺﾝｸﾘｰﾄ表面保護

評 価 項 目 ＮＥＸＣＯ基準値

塗膜の外観

標準養生後

異常なし促進耐候試験後

温冷繰返し試験後

耐アルカリ性試験後

しゃ塩性（mg/cm2・日） ５．０×１０-3以下

酸素透過阻止性（mg/cm2・日） ５．０×１０-2以下

水蒸気透過阻止性（mg/cm2・日） ５．０以下

中性化阻止性（mm） １．０以下

付着性（MPa）

標準養生後

１．０以上
促進耐候試験後

温冷繰返し試験後

耐アルカリ性試験後

ひびわれ追従性（mm）

標準養生後（23℃） ０．４以上

標準養生後（-20℃）
０．２以上

促進耐候性後（23℃）
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コンクリート塗装材 代表的仕様②
構造物施工管理要領【NEXCO】 3-4 ｺﾝｸﾘｰﾄ表面保護



ｺﾝｸﾘｰﾄ用塗料（表面保護工法）の目的

① コンクリート構造物の保護

② コンクリート構造物の美観付与

③ コンクリート構造物の機能性付与
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③コンクリート構造物の機能性付与

１）塗布型剥落防止工法
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法

2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法

・鋼道路橋防食便覧 CC-B品質規定合格仕様
・NEXCO 構造物施工管理要領 3.4コンクリート表面保護

☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞスマートVCﾒｯｼｭ工法
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③コンクリート構造物の機能性付与
１）塗布型剥落防止工法

ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法

※ 剥落防止性能は、押抜試験が重要！



コアΦ100

押抜試験
試験概要



荷重
1.5ｋＮ以上

押抜試験
試験概要



押抜試験
試験概要



押抜試験
試験概要



•１０㎜

•1.5ｋＮ

押抜試験
試験概要



・はく落防止の押し塗試験
で得られる荷重-変異曲線
より、変位が10㎜以上の範
囲で最大荷重1.5ｋＮ以

上が得られること

・最大荷重1.5ｋＮは、約
50㎏程度のコンクリート片

のはく落を想定し、安全率
を見込んだ値としている

押抜試験
試験概要



①塗るだけ工法！

②伸びる！

繊維シートを不要に！

クラック追従！

塗料の

③環境配慮！

速硬化システム採用！

躯体形状に左右されない作業性！

割れない！

ＶＯＣの削減！

変形追従性！

水性化！

無溶剤化！

※ＶＯＣとは

※

ＶＯＣ＝揮発性有機化合物で塗料中及び希釈シンナーを示す。

コストダウン！

工程短縮！

工期短縮！

目で確認できる！

構造物の長寿命

継続した劣化因子の遮断

１）塗布型剥落防止工法
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法



工程短縮！
工期短縮！
コストダウン！

速硬化システム採用！ ⇒ 最短工期 ２日！

施工前 施工後

１）塗布型剥落防止工法
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法



工 程
商 品 名

(一般名称)

標準塗布量

(kg/m2)
膜 厚

(μm) 塗付方法

素地調整
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞEWﾌｨﾗｰ

(ｴﾎﾟｷｼ系ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ)
１．０〜２．０ - コテ

プライマー
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞR-Wﾌﾟﾗｲﾏｰ

(水性ｴﾎﾟｷｼ樹脂系ﾌﾟﾗｲﾏｰ)
０．０４ - ローラー

中塗
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R

(ｳﾚﾀﾝ/ｳﾚｱ樹脂)
１．４ １０００ コテ

上塗り

ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞUD上塗

(ｳﾚﾀﾝ樹脂系上塗り)

又は

ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞＦＤ上塗

(ふっ素樹脂系上塗り)

０．１２ ３０ ローラー

１）塗布型剥落防止工法
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法

塗装仕様



１）塗布型剥落防止工法
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法



上塗材の耐久性（消耗度）

健康寿命②

消耗・・・光沢低下が始まってから

【誘導期間】

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料上塗・・・2年

ふっ素樹脂上塗・・・7年

重防食塗料ガイドブック

【社】日本塗料工業会より



健康寿命②



消耗速度

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料 上塗2μｍ/年

塗膜厚30μｍ÷2μｍ/年=15年
誘導期間2年+塗膜消耗15年＝17年

ふっ素樹脂塗料上塗 0.5μｍ/年

塗膜厚30μｍ÷0.5μｍ/年=60年
誘導期間7年+塗膜消耗60年＝67年

上塗がすべてなく
なった場合

消耗・・・光沢低下が始まってから

【誘導期間】

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料上塗・・・2年

ふっ素樹脂上塗・・・7年

健康寿命②
重防食塗料ガイドブック

【社】日本塗料工業会より



１）塗布型剥落防止工法
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法 完了現場 君が代橋



１）塗布型剥落防止工法
ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法 完了現場 佃大橋
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③コンクリート構造物の機能性付与

１）塗布型剥落防止工法
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞQ-R工法

2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法

・鋼道路橋防食便覧 CC-B品質規定合格仕様
・NEXCO 構造物施工管理要領 3.4コンクリート表面保護

☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞスマートVCﾒｯｼｭ工法



エナメル塗装

漏水跡等の状況確認は目視でも可能だ
が、内部の劣化がわからない

断面修復漏水跡

•漏水跡

•膨れ密集域

出典：lコンクリート構造物の補修、補強、アップグレード論文集(2014年10月)

2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法

使用推奨事例



「ひびわれが見える」塗料「ひびわれが見える」塗料

遮断

劣化因子

従来塗装

タフガードクリヤー工法

保護機能 ○
ひび割れ等目視点検 ○遮断

劣化因子
！！！

? ? ?

保護機能 ○
ひび割れ等目視点検 ×

2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法



2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法

・鋼道路橋防食便覧 CC-B品質規定合格仕様 塗装仕様



2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法

・鋼道路橋防食便覧 CC-B品質規定合格仕様 性能



2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法

・NEXCO 構造物施工管理要領 3.4コンクリート表面保護塗装仕様



2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法
・NEXCO構造物施工管理要領 3.4コンクリート表面保護塗装 性能

評 価 項 目 結 果 ＮＥＸＣＯ基準値

塗膜の外観

標準養生後 異常なし

異常なし
促進耐候試験後 異常なし

温冷繰返し試験後 異常なし

耐アルカリ性試験後 異常なし

しゃ塩性（mg/cm2・日） ０．３４×１０-3以下 ５．０×１０-3以下

酸素透過阻止性（mg/cm2・日） ４．７×１０-2 ５．０×１０-2以下

水蒸気透過阻止性（mg/cm2・日） ０．４ ５．０以下

中性化阻止性（mm） ０．６ １．０以下

付着性（MPa）

標準養生後 １．７２

１．０以上
促進耐候試験後 １．５９

温冷繰返し試験後 １．５４

耐アルカリ性試験後 １．１２

ひびわれ追従性（mm）

標準養生後（23℃） ０．５４ ０．４以上

標準養生後（-20℃） ０．５８
０．２以上

促進耐候性後(２３℃） ０．５３



2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法 完了現場 長崎橋

・NEXCO構造物施工管理要領 3.4コンクリート表面保護塗装 性能



2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞｸﾘﾔｰ工法 完了現場

稲荷橋
・NEXCO構造物施工管理要領
3.4コンクリート表面保護塗装

施工前

施工後



2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞスマートVCﾒｯｼｭ工法 VC-A仕様 VC-B仕様



2）視認性付加塗料
☆ﾀﾌｶﾞｰﾄﾞスマートVCﾒｯｼｭ工法 VC-A仕様 VC-B仕様

VC-A仕様 VC-B仕様



• 東京 ０３－３７４０－１１２０

• 大阪 ０６－６４５５－９１１３

•http://www.nipponpaint.co.jp


